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態本?:'ス ト学回 「第4回探究・率ゃ:'7款育成果発泰

会」が開催亡れ参0ことに、発表する生徒の皆とん他、

企画 。準備・運営に構わった実行書員等の関係昔の瞥と

んに心白iう軟驚を表し書す。

今回のテーマl渉
「Seck開 9曹 diSCOveries～ 新たな発見を

追求せよ～」です。 
Ⅲ
S99k 

Ⅲ
〔ど単に「探尊」こ報とれる

ことがあ
`I移

すが、
い

scarchⅢ や
"Iοοk子 o「

Ⅲ
こl彦避い、

「細講や真察なご.形のない物などを探寸」ことに1要わ

れる語です。
これ白lら、本機のあらゆる挙習活動や部活動Ⅲ学僚行事
I参

「探究的な活動」に重とを麿いていきす。モのスター

トとして.正解のない問いに対して「争内得解」「最適

解Jを得かうとするマI!ス ト虫の生と構を見せて欲しい

こ期待守ることもに、レ白
いとたここのひこ時を楽しDIたい

こ尋ιl書す。

本僚の「探究 。キャI'7成果発表会Jも今回で4回目を迎え参した。今回からl渉 「探

究」という宮薫も加わし:、 私たちの探究的な学習の時間にもフォーザ1えした会である

ことを示していきす。
それに伴いⅢ案行警員で考えた

'―
マIど

rseck new disc●verics」 ～新たな発見を追

求せか～ です。
毎日変化し続l十る世幕ですが、そんな中でも私たちマ町スト生が`様々な分野で

'本

秦
究

しと新しい発見をし、そしてと■を追求していくことでⅢその学ぴを他者の幸せの構

めに活かしてl渉しいという思いを込め春した。fかし六Iギと殉Bもしれ書せんが.f)しの

学ぴが様々な事柄につながって、結果的に自分だl十 でなく他者のためになるこⅢ私l渉

思ιL書す。
今回の会で自分自身の触れたここのない話題に対して▼)しでも関心殉1向と、書滝興味

のある分野であれIが、更に学びを深めて自分の財産にしてl蕃しいこ恩い審す。
この会が一人一人の1零来につながιIのある実ιIのあうとのになることを願ってい参す。
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工開会行事中

B時10分え 聞会
・朝の術と

'・検長操拶
・実行毒員長捺拶

―成果発表TI     I
8時40分～ 発表第 T部  1

・中Z rs,cs研究機要J

・高,「東京大学・上習大学町修報告」
・中3「高円杯茶語舎輪大会報告J

う高Z「社会課題探究・代蔽発表①J

～休憩～
9時45分～ 高ZT社会課題探究ポえケー七↓シヨンJ

中3「シン奮ポTfb報告写真展」   (
中,町、ンセン腐付要発表η―XJ

～休憩ヽ

10時45分t発 表第2部
・高2「社会課題探究・代表発表②」

・高,「CSP報告」
・高,町 工ヾ,メンタI「 ―

_・ 手ィベートJ

～休憩～
‖時45分～ パネfb手 ィス白wシ ョン

T閉会行事―   =
:Z時,0分～ 詣評・閉会
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PFeSen+er

①中学2年生「S,Cs研究発表」

00艇艇腰鈍τ

S'CsT Tの日標のターゲv卜lき全て繋 _

殉1うていl書す。自分たちで解決法を考え
ることを与身近にも多くの解決策ね`ある
ことを知

`I書
した。

4

石!II豊清 市暉期子 江嶋梨緒
岡本無n俊 爾森卸音 瀬崎とくら

田中美緒 森小判 中村真奈美
濯里篤利



②高機
'年

生「東京大学1上智大学研修報告」

恩命飢醜豚魁T
実際に東京大学に行って体験した請義や
豚れ1の大学こ異なるここうを組うてI蕃しい1

です「

③中学3年生「高円宮杯英語今論大会報告」

恩0艇魏題鎚T
臓器琴多植こblう離しい千■マですがこ許な
とたも■緒に琴多植につblて考えてblただ
とにblです。
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渋鷹美桜 河野裕美子

宮臣巧整 ユ
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歓之題繰替
―

④高機,年生「CSP報告」

奪会拳崇學轟ギ靱T

CSPを通して得られる刊点やことの経験を今

後ごのかうに繋!ギれIがかいの角l発表し書す。

③高機2年生社会課題探究「不登検問題」

袈幕攀鶉零攀T

日本の児童不登検問題を解決する手がれ1と Iを見
つ!するために外回の取とI組許に日を向!寸書した。

●

平野脅股



宮城優志

③ 高機Z年生社会課題探究「ALS(箭要縮性側索石更化症)についてJ

籟Ω黒堪垣難T

指定離腐に分額とれている箭委縮性側案石要化症
(ALS)角1このようなものれl細ってもらいたいです

⑦高検

'年

生「パーラメン

'IF■

。孫ィベT卜」

00飢鷺重斑Y
自分たちの身の回ユIのこと角1テーマになっても意
外こ…つの視点れlらしれ1考えておらずⅢ客観的に
考える書でに時間拘1れlれ1ること角1われ1とIをした。

7

,と 、

十

小 III偶世 藤本とや

田中藍  盛島蒼斗

江島陽  阿久槻解斗

f學勢上副裳 武絆美↑斥



パネrと孫Tえ殉ッション ′ヾネ:,ストー覧

0卒業上の皆芭ん
。58期 牌帯 蓼栞(とくらい ゆめ角1)とん
・59期 高橋 経子(たかl渉し とくらこ)とん
・60期 足立 茉奈案(あだぢ 春拶許)とん

0荏僚生
・高2A林 あこ

③ パネfb転ィス白ッション

GOМ腿題厠T
大学生活の構ら,様々なことに取と

'組

んでいる

卒業生3名を招blてA話を伺bl書す。書た。この
工年間に色々書活動に参加した在機生を交え,

探究。キャI「7教育について考えをす。
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会場割と

'中峯冒蜂星〒多

'寄

暴笙π梅峯孫驀彗豊展i

中学 T年生「′ヽン七ン腐代表発表」

○体育館

①高2D泉家梨紗「ベットの報処分を繊らす権めの取と,組許J

②高2E蕪堰遷斗「ウミ育〆こゴミ問題J

③高2E栗林謙至「社会を女える愛客ロボット」

④高2ビ首顧杏夏「海も温暖化J         i

ポスター七wシ ョン開催場所
(体育館①～④ )

廊
下

9

①

八日



○用u館 打階

,A執室
阿津

'原

日翻|「マイ■ンパーれ―ドのネ声手Tηおイメージと可能性」

②中2A軟室
高ZA絆福希踵「▼giるとこ納税による地域向裕差」

③中2日執室
高2B橋本券案「ヒート7T'ン ド現象の緩和に配慮した建築設計」

①中
高ZA

④中
高2B

3A軟室
森田未皇「不登検児童の現林・層口と対策j

⑤中3日軟室
中3「シン■ポーfb修学旅行写真展」

③用u館色ミ十一軟室
中,代表苦「Aンセン腐代表発表 j

○刷館Z階
①高!B軟室
高ZA 林あこ 「児童構働こ7ェ 7ト レード」

②高,C軟室
高ZB 菅野亜美「若者X地域創生」

③高,D軟室
高ZC 浜武田同日香  「蕪本県の路線パスの運転手不足」

④高,E執室
高2E 沼崎幸暉  「社会にお!十る発達陣れ1いの理解 J

,0
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○第 4回 探究 。キャリア教育成果発表会 ポスケTセ ッシヨン 見学時間割・組分け (高校生)

※見学時の注意事項        
‐  ′

① 高校生の発表は,体育館・別館1階 (中 lA教室。中2AB教室。中3A教室),別館2階 (高 lB～ p教室)で 4人ず?行う。

② 見学の際は,割 り当てられた見学場所で行われる4?の発表の中から,興味関心のある分野を選んで見学する。

⑤ 別館1階での見学時は,中学生の発表 (中 1・・・別館セミナー教室 中3・ ―中3B教室)も 選択康に合めてよい。

④ 発表を聞いて学んだ内容を記録シートにまとめる。

(発表者は計 12人)

体育館

高 lEF・ 高 2CF(約 130名 )

別館 2階

別館 1階

高 lCD・ 高 2AE(約 135名 )

別館 1階

体育館

別館 2階

高 lAB・ 高 2BD(約 135名 )

体育館

別館 2階

別館 1階

発表 1第 2部 (体育館ステージ)

10:15-10:25

10:45～

9:45-9:55

10:00～ 10:10



○第 4回 探究・キャリア教育成果発表会 ポスターセッション 見学時間割・組分け (中学生)

】
Ｎ

※見学時の注意事項

①発表 。見学の時間は,次のル▼ル内で自由に行動すること。 ・           ヽ

!学 1回, ||の 発表見学 1回 (どこでも可)

と牟:号
畳

言:長とζ:gl:|二ごと写彗,こ

恙も可)

■の若表見守
-2回

(どこでも可)        ‐

②発表を聞いて学んだ内容を記録シートにまとめる。

中 3中 2

・高校生の発表場所・

・中学生の発表場所・

体育館・別館 1階 (中 lA教室 。中 2AB教室・中3A教室)・ 別館 2階 (高 lB～D教室)

別館 1階 (中 1。…別館セミナー教室 中 3・
:・ 中3B教室)

発表・見学

の発表場所 ―・ 体育館・男J館 1階 (中 rA教室 `中 2AB教室。中3A教室)・ 別館2階 (嵩 lB～D教室)

・中学生の発表場所 ・・・ 男J館 1階 (中 1・・・別館セミナー教室 中 3・
中中3B教室)

発表・見学

。高校生

|

発表 第 2部 (体育館ステージ)10:45-

中 1

・高校生の発表場所 中と 体育館・別館 1階 (中 とA教室・中2AB教室・中3A教室)。 男U館 2階 (高 lB～D教室)

。中学生の発表場所 い̀  別館 1階 (中 1・・・別館セミナー教室 中 3:¨ 中3B教室) ・発表・見学9:45かし9:55

10:00～ 10:10

10:15-10:25



)さ んのポスターセッション評価 (それぞれの項目にOをつける)

評価項目 ①スライド・ポスター表現 ②発表態度・表現 ③質疑応答 評価項目

科学的根拠を示しながら齢理的に表

現できる。

内容を明確にとらえて,分かり易く発

表できる。

賢疑を通して,科学的な意見変換が

できる。

評
価
基
準

4
スライド・ポスターが適切な順に

構成されている。

発表原稿を見ないで,内容を理

解した上で自分たちの考えを発

表できている。

科学的根拠を示しながら,質疑

に応じることができている。
4

3
グラフや図表等の資料が適切に

活用できている。

発表原稿に頼らず,研究の流れ

が分かる発表ができている。

質問に対する回答ができてい

る。
3

2
各スライド・ポスターが適切な内

容でできている。

発表原稿に頼らず,適切な態度

で発表できている。

質問を理解することができてい

る。
2

1
発表するためのスライド・ポスタ

ーが作成できている。

発表できている。(すべて発表原

稿を見ながら)

質問を適切な態度で受けること

ができている。
1

「

E
C風ライド・ポス,■表■ ②発表表現 ③質疑応答

評価

4  ・  3  ・  2 1 4 3 2 1 4  ・  3  '  2 1

評価項目 ④課題設定 ⑤研究計画 ⑥研究内容 評価項目

課題設定が明確であり,目的がはっ

きりしている。

課題解決に向けた研究計画の作成

や進め方が適切である。

研究内容が充実し,その研究方法や

分析や考察が適切である。

評
価
基
準

4
社会状況を視野に入れたり,

独創性にイ憂れた課題設定ができ

ている。

科学的。社会的視野を持って,

研究を進めることができているも
創意工夫がみられる研升内容で

ある。
4

3
着眼点にイ憂れた課題設定ができ

ている。

課題を解決するための方法

(経費,時間等も含め)がよく検

討されている。

考察や分析が正砕に行われ,信

頼できる研究内容である。
3

2
自ら疑問をもち,明確に課題設

定できている。

課題を解決するための計画を立

て実施され,その経過が明確に

できている。

意欲的,継続的な取組が見られ

る研究内容である。

1
与えられたテーマに疑間を持ち

課題設定できている。

課題を解決するために計画を立

てることができている。

日頃の学習が生かされた研究内

容である。
1

瞬■
④瞬■租定 ⑥研究計画 ⑥研究内容

評価

4  ・  3  ・  2 1 4 3 2 1 4  ・  3 2 1

評価合計 総合評価

/24

評価合計“・各評価の合計を記入してください。

総合評価中●A・ B・ C・ Dの 4段階でつけてください。

A非常に良い ⇔ D もう少し頑張る必要がある



)さ んのポスターセッション評価 (それぞれの項 目にOをつける)

評価項目 ①スライド・ポスタi表現 ②発表態度・表現 ③質疑応答 評価項目

科学的根拠を示しながら論理的に表

現できる。

内容を明確にとらえて,分かり易く発

表できる。

賢疑を通して,科学的な意見交換が

できる。

評
価
基
準

4
スライド・ポスターが適切な順に

構成されている。

発表原稿を見ないで,内容を理

解した上で自分たちの考えを発

表できている。

科学的根拠を示しながら,質疑

に応じることができている。

3
グラフや図表等の資料が適切に

活用できている。

発表原稿に頼らず,研究の流れ

が分かる発表ができている。

質問に対する回答ができてい

る。
3

2
各スライド・ポスターが適切な内

容でできている。

発表原稿に頼らず,適切な態度

で発表できている。

質問を理解することができてい

る。
2

1
発表するためのスライド・ポスタ

ーが作成できている。

発表できている。(すべて発表原

稿を見ながら)

質問を適切な態度で受けること

ができている。
1

「

E
C罠ライド・ポスター要覇 ②発表表現 ⑥質理応讐

評価

4 3  ・  2  ・  1 4 3 2 4 3  ・  2  ・  1

評価項目 ④課題設定 ⑤研究計画 ⑥研究内容 評価項目

課題設定が明確であり,目 的がはっ

きりしている。

課題解決に向けた研究計画の作成

や進め方が適切である。

研究内容が充実し,その研究方法や

分析や考察が適切である。

辞
価
基
準

4
社会状況を視野に入れたり,

独創性に優れた課題設定ができ

ている。

科学的・社会的視野を持つて,

研究を進めることができている。
創意工夫がみられる研究内容で

ある。
4

3
着 ]艮点に優れた課題設定ができ

ている。

課題を解決するための方法

(経費,時間等も含め)がよく検

討されている。

考察や分析が正確に行われ,信

頼できる研究内容である。
3

2
自ら疑間をもち,明確に課題設

定できている。

課題を解決するための計画を立

て実施され,その経過が明確に

できている。

意欲的,継続的な取組が見られ

る研究内容である。
2

1
与えられたテーマに疑問を持ち

課題設定できている。

課題を解決するために計画を立

てることができている。

日頃の学習が生かされた研究内

容である。
1

瞬

“

④■■幽定 ⑤研究計画 ⑥研究内容
評価

4 3 2 1 4 3  ・  2 ・  1 4  ・  3  ・  2  ・  1

評価合計 総合評価

/24

評価合計 i・・各評価の合計を記入してください。

総合評価中●A・ BoC・ Dの 4段階でつけてください。

A非常に良い ⇔ D もう少し頑張る必要がある



( )さ んのポスターセッション評価 (それぞれの項目にOをつける)

評価項目 ①スライド・ポスター表現 ②発表態度1表現 ③質疑応答 評価項目

科学的根拠を示しながら給理的に表

現できる。

内容を明確にとらえて,分かり易く発

表できる。

質疑を通して,科学的な意見交換が

できる。

評
価
基
準

4
スライド・ポスターが適切な順に

構成されている。

発表原稿を見ないで,内容を理

解した上で自分たちの考えを発

表できている。

科学的根拠を示しながら,質疑

に応じることができている。
4

3
グラフや図表等の資料が適切に

活用できている。

発表原稿に頼らずぅ研究の流れ

が分かる発表ができている。

質問に姑する回答ができてい

る。
3

2
各スライド・ポスターが適切な内

容でできている。

発表原稿に頼らず,適切な態度

で発表できている。

質問を理解することができてい

る。
2

1
発表するためのスライド・ポスタ

ーが作成できている。

発表できている。(すべて発表原

稿を見ながら)

質問を適切な態度で受けること

ができている。
1

「

E
Q風ライドロポス,i褒躍 の発表轟堀 ⑥質理応答

評価

4  ・  3  ・  2  ・  1 4  ・  3  ・  2  ・  1 4  ・  3  ・  2 1

評価項目 ④課題設定 ⑤研究計画 ⑥研究内容 評価項目

課題設定が明確であり,目 的がはつ

きりしている。   ｀
課題解決に向けた研究計画の作成

や進め方が適切である。

研究内容が充実し,その研究方法や

分析や考察が適切である。

評
価
基
準

4
社会状況を視野に入れたり,

独創性に優れた課題設定ができ

ているも

科学的・社会的視野を持つて,

研究を進めることができている。
創意工夫がみられる研究内容で

ある。
4

3
着眼点に優れた課題設定ができ

ている。

課題を解決するための方法

(経費,時間等も含め)がよく検

討されている。

考察や分析が正確に行われ,信

頼できる研究内容である。
3

2
自ら疑問をもち,明確に課題設

定できている。

課題を解決するための計画を立

て実施され,その経過が明確に

できている。

意欲的,継続的な取組が見られ

る研究内容である。
2

1
与えられたテーマに疑問を持ち

課題設定できている。

課題を解決するために計画を立

てることができている。

日頃の学習が生かされた研究内

容である。
1

評

“

④暉E讚窪 ⑤研究計画 ⑥研究肉害
評価

4 3 2 1 4 3 2 1 14  ・  3 2

評価合計 総合評価

//24

評価合計"・ 各評価の合計を記入してください。

総合評価…・A・ B・ C・ Dの 4段階でつけてください。

A非常に良い ⇔ D もう少し頑張る必要がある
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①
テ
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マ
発
表

②
立
論
に
向
け
た
思
考
と
準
備

③
デ
イ
ペ
ー
ト
開
始

●
岡
田
囚
百
論

「肯
掟
す
る
理
由
１
」

立
圏
同
囚
百
定
側
の

「宙
皮
す
る
理
由
１
」
へ
の
質
問

皇
円
周
囲
質
問
へ
の
回
答
　
　
一

立
圏
同
囚
百
論

「否
定
す
る
理
由
１
」

司
Ｆ
散
盈

硝
Ｆ
ｏ

二
岡
図
国
否
定
側
の

「否
定
す
る
理
由
１
」
へ
の
質
問

◆
圏
図
囚
質
問
へ
の
回
答

二
岡
田
回
Ｖ
論

「肯
定
す
る
理
由
２
」

Ｅ
離
寿
野
破
司
茸
あ

立
圏
図
国
百
定
側
の

「肯
定
す
る
理
由
１
・
２
」
へ
の
質
問

●
闊
図
同
百
問
へ
の
国
答

立
国
園
国
了
論

「否
定
す
る
理
由
２
」

弓
Ｆ
と
辟
お

呵
”Ｂ
ｏ

色
円
岡
回
百
定
側
の

「
否
定
す
る
理
由
ｌ

Ｂ
２
」
へ
の
質
問

◆
圏
岡
□
百
間

へ
の
回
答

司
ば
Ｆ
府
Ｆ
〔

司
Ｆ

お

立
圏
周
回
否
定
Ⅲ
が
勝
っ
て
い
る
理
由

豊
問
図
回
南
定
側
が
勝
っ
て
い
る
理
由

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

（０

２８
分
）

３
分

闊
総

１
分

「
分

１
分

靭１
分

１
分

１
分

熱１
分

１
分

１
分

燃１
分

１
分

１
分

１
分
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察行攀員一覧

実行藝員長 寺本 聖奈(高2日 )

、EEJ攀員長 山構 薫莉嚢(高2A)
寺本 茶嘩奈(高2A)‖ I口 璃子(高2A)
石江 かしの(高2B)三消 協子(高2B)
片山 貴仁(高2E) 帯上 習票(高 :E)
向田 彩ユ電(高 :E) 松村 阻斗(高 ,F)

岩崎 寸科れ(中3B)田 部 略子(中 3B)
福田

コ
臣里替(中3B)小 田 案味(中 ,A)
零寅(中 :A)


